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5. 2024 年 12月：会長奨励賞，第 28 回栃木県理学療法士会学術大会 

6. 2024 年 11月：優秀演題賞，第 143 回理学療法科学学会学術大会 

7. 2023 年 11月：会長奨励賞，第 27 回栃木県理学療法士会学術大会 

8. 2023 年 11月：会長奨励賞，第 27 回栃木県理学療法士会学術大会 

9. 2023 年 11月：優秀演題賞，第 135回理学療法科学学会学術大会 

10. 2023 年 3 月：Poster Award, 13th Annual Meeting of Cervical Spine Research Society (CSRS) 

Asia Pacific Section. 

11. 2022 年 11月：優秀演題賞，第 26 回栃木県理学療法士会学術大会 

12. 2022 年 11月：優秀ポスター賞, 第 26 回栃木県理学療法士会学術大会 


